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令和７年度 事業報告書 

Ⅰ．会員数   （令和７年度末）  （令和６年度末） 

正会員 １０８０  １０８９ 

団体会員 １６ １８ 

学生会員 ７５ ６８ 

海外会員 ０ １ 

  名誉会員  ６   ６ 

  特別会員 ５５（７５口） ６０（８０口） 

Ⅱ．事業に関する事項 

（１）学会誌の発行 

・ 学会誌「写真測量とリモートセンシング」を下記のとおり発行した。 

 ＜発行年月日＞  ＜巻  号＞ ＜発行部数＞ 

令和７年 ５月１２日   ６４巻 ２号   １３４０部 

令和７年 ７月１０日   ６４巻 ３号   １３５０部 

令和７年 ９月１０日   ６４巻 ４号   １３４０部 

令和７年１１月１０日   ６４巻 ５号   １３３５部 

令和８年 １月 ９日   ６４巻 ６号   １３４５部 

令和８年 ３月１０日   ６５巻 １号   １３８０部（６５巻１号は電子版も発行） 

（２）学術講演会・特別講演会・特別セッションの開催 

① 年次学術講演会、特別セッションを下記の通り行った。 

日時 令和７年６月１２日、１３日  ※オンラインと現地とのハイブリッド形式で開催 

場所 東京大学生産技術研究所 

参加者数 ２４３人  講演数 ４２編 

特別セッション：「学会誌電子化について」 

② 秋季学術講演会、特別講演会、特別セッション、巡検を下記の通り行った。 

  日時 令和７年１１月２０日、２１日 

  場所 山形県山形市  山形テルサ    ※オンラインと現地とのハイブリッド形式で開催 

参加者数 ２５８名  講演数 ６６編 

特別講演：「気候変動下で森林の多面的機能をどう活かすか－山形県の課題と挑戦」 

 講師：林田光祐教授（山形大学） 

特別セッション：「なぜ、国際学会 ISPRSを日本に誘致する必要があるのか？」 

巡検：米沢市(上杉家廟所・上杉神社・東光の酒造)/山形市（文翔館・県立博物館）等  参加者数２０名 

③ 支部において学術講演会・特別講演会を下記の通り行った。 

○ 北海道支部：特別講演会１回（７月１８日） 参加者４７名 

学術講演会１回（３月１３日） 参加者１０１名 

○ 関西支部 ：特別講演会１回（７月４日） 参加者４６名 

（３）シンポジウム、セミナー等の開催 

○ 測量・地理空間情報イノベーション大会2025に、「衛星リモートセンシングシンポジウム」として 

以下のプログラムで参加した。 

日時 令和７年６月１８日 

場所 東京大学伊藤国際学術研究センター  

タイトル「衛星データ利用の最新動向」 講演発表者：５名、対面参加：８０名以上（配信もあり） 

○ 北信越支部  空間情報セミナー３回 （６月２７日、９月２６日、１１月２８日）

第1号議案 
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○ 関西支部  テクニカルセミナー５回 （４月２５日、７月４日、１０月２４日、１２月５日、 

２月６日）   合計参加者数１６６名 

  若手技術者・研究者による技術研究発表会１回（９月５日） 東京・大阪合計参加者数４８名 

（４）講習会の開催 

○ 本部：手持ちレーザスキャナ（SLAM）講習会（７月４日）   参加者数２９名 

UAVレーザ＆写真測量講習会（９月１８日～１９日／福島県白河市）  参加者数１４名 

 小特集「3D Gaussian Splattingの活用事例」に関する勉強会（１２月８日） 

オンライン開催  参加者１３２名 

○ 関西支部：空間情報学講習会・写真測量編（８月１日）  参加者１７名 

（５）その他目的を達成するため必要な事業 

① アジアリモートセンシング会議（ACRS）の表彰事業（JSPRS Award・Murai Award）への助成を行った。 

② 対外協力委員会 

・令和７年６月に開催された 測量・地理空間情報イノベーション大会2025に、「衛星リモートセンシングシン

ポジウム」として、以下のプログラムで参加した。 

タイトル：「衛星データ利用の最新動向」 ※対面とオンラインのハイブリッド形式で開催 

日本リモートセンシング学会との共同主催によるもので、６年ぶりの対面開催となり大変盛況であった。 

今後も測量・地理空間情報イノベーション大会での対面型シンポジウム開催を予定している。 

・衛星地球観測コンソーシアム（CONSEO）の会員として、引き続きイベントへの参加や当学会の活動紹介を 

行うとともに、HPやメーリングリストを通して会員への情報共有も行った。 

CONSEO：地球観測衛星の利用者や出資者を含めた産学官が主体となり、地球観測分野の全体戦略等にか

かる提言の策定や、衛星開発・実証及びデータ利用に関する共創並びに新規参入の促進に取り

組むことを目的とした団体。 

・昨年度に引き続き、今後の宇宙開発体制のあり方に関する「タスクフォース会合・リモートセンシング分科会」 

（TF）の幹事会および2つのワーキンググループ（地球科学研究高度化、実利用）の活動に参加した。昨年 

TFが実施した衛星地球観測ミッション第四回追加公募に対する審査結果と評価コメントが、2026年3月17 

日に公開された。

（https://www.cr.chiba-u.jp/RemoteSensingTaskForce/pdfs/20260317_evaluation_comments.pdf） 

また、2026年1月15日に衛星地球観測ミッション第五回公募が発出された。今後、2026年5月に開催さ 

れ日本地球惑星科学連合（JpGU）にて議論が行われる予定である。 

③ 国際協力委員会 

・委員会を3回開催し、各国際学会における各国および日本の参加状況の分析や、国際学会に貢献しうる 

   中堅・若手人材へのサポート体制の検討を行った。 

・秋季学術講演会において特別セッション「なぜ、国際学会 ISPRSを日本に誘致する必要があるのか？」を 

開催した。この際、2026年7月にトロントで開催される ISPRS Congressにおいて、京都大学の須崎 

純一教授が第３部会（リモートセンシング）の部会長に立候補する事、その方針や意義を説明すると 

ともに、過去の経験談も共有し、若手研究者を中心に より多くの日本人に参加、協力を呼び掛けた。 

・ACRS（アジアリモートセンシング会議） 

第46回ACRSがインドネシアで10月27日～31日に開催された。JSPRS Awardを４名に授与した。 

第47回ACRSはインドのニューデリーで10月12日（月）～16日（金）に開催予定である。 

・ISRS2025が５月に韓国インチョンで開催された。ISRS2026は2026年５月に島根県松江市で開催予定。 

・3D Geoinfo & Smart Data and Smart City Conferenceが9月の千葉県柏市で開催された。 

・The 9th Asia-Pacific Conference on SARが10月に島根県松江市で開催された。 

④ UAV安全基準策定委員会

UAVの有視界外飛行が、ルールなどが整備されUAVの国家免許制度が始まり、いわゆるレベル４の運用が 

始まったが、その実情は整備、機体の認証など不透明な部分もまだ多い状態である。必要に応じて『測量調査を 

  目的とした小型無人航空機を安全に運航するための手引き』の再改訂を含んだ対応をしていくことを確認した。

また、次年度からは戦争に兵器として多くのUAV が偵察のみならず攻撃兵器として利用されている現状を受け

て、安全保障の視点も含めて安全なUAV利用の考え方について議論を進める予定である。 
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⑤ 会員へのCPD活動を行った。 

  １．学会誌購読 ５P 

  ２．講習会受講 １P／ｈ 

  ３・講習会講師 ３P／ｈ 

  ４．口頭発表（学術講演会） ２P／件  

  ５．原著論文執筆・・・単著・筆頭５P／件、 共著者２P／件 

  ６．学協会活動等による社会・業界への貢献等 

⑥ 学会賞・学術講演会論文賞等の表彰を行った。令和７年度の表彰は以下の通りであった。 

・特賞 なし 

・功労賞（２名）吉野邦彦氏、森宣彦氏 

・学会賞 なし 

・学会奨励賞（1名）田中優也氏 

 ・永年会員表彰（２７名） 

・学術講演会論文賞  

年次学術講演会 論文賞（４名）：福士沙織氏、川村唯華氏、大平和輝氏、田中優也氏 

秋季学術講演会 論文賞（５名）：石黒龍之介氏、田隅大路氏、小森惇也氏、張浩然氏、若菜舞香氏 

⑦ 学会の公式ホームページの維持・更新を行った。 

Ⅲ. 処務の概要について 

（１）役員等に関する事項 

令和７年度末現在 

職名 常勤・非常勤 氏 名 就任(重任)年月日 担当職務 報酬 現職 

会長 非常勤 清水 英範 令和6年5月23日 業務の総括 なし 日本測量協会 

副会長 非常勤 長 幸平 令和6年5月23日 国際関連 なし 東海大学 

同 非常勤 赤松 幸生 令和6年5月23日 渉外 なし 国際航業 

常務理事 非常勤 今井 靖晃 令和6年5月23日 財務 なし 国際航業 

同 非常勤 織田 和夫 令和6年5月23日 編集 なし アジア航測 

同 非常勤 中川 雅史 令和6年5月23日 学術講演会 なし 芝浦工業大学 

同 非常勤 吉村 充則 令和6年5月23日 国際関連 なし 日本大学 

理事 非常勤 大谷 仁志 令和6年5月23日 講習会 なし コバコン 

同 非常勤 小川 健太 令和6年5月23日 講習会 なし 酪農学園大学 

同 非常勤 國井 洋一 令和6年5月23日 企画 なし 東京農業大学 

同 非常勤 熊谷 樹一郎 令和6年5月23日 企画 なし 摂南大学 

同 非常勤 須﨑 純一 令和6年5月23日 国際関連 なし 京都大学 

同 非常勤 祖父江真一 令和6年5月23日 渉外 なし 宇宙航空研究開発機構 

同 非常勤 高木 方隆 令和6年5月23日 表彰 なし 高知工科大学 

同 非常勤 竹内 渉 令和6年5月23日 渉外 なし 東京大学 

同 非常勤 津留 宏介 令和6年5月23日 企画 なし アいちず創製 

同 非常勤 中野 一也 令和6年5月23日 学術講演会 なし 金沢工業大学 

同 非常勤 布施 孝志 令和6年5月23日 事務局長 なし 東京大学 

同 非常勤 本多 嘉明 令和6年5月23日 部会 なし 千葉大学 

同 非常勤 山下 恵 令和6年5月23日 渉外 なし 東京農工大学 

監事 非常勤 武田 浩志 令和6年5月23日 監査 なし 国際航業 

同 非常勤 新名 恭仁 令和6年5月23日 監査 なし アジア航測 

同 非常勤 李 勇鶴 令和6年5月23日 監査 なし 日本大学 
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（２）職員に関する事項 

職名 常勤・非常勤 氏名 担当事務 備考 

事務局長 非常勤 布施 孝志 業務の総轄 東京大学 

職員 常勤 岩下 典子 編集・庶務・会計 

（３）会議等に関する事項 

① 総会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和7年5月29日 

15:00-16:00 

全水道会館 大会議室 

総会出席者（正会員） 659名（委任状による出席含む） 

1. 令和6年度事業報告・収支決算報告・監事監査報告について

2. 令和7年度事業計画について

3. 令和7年度表彰；特賞、功労賞、学会賞、学会奨励賞授賞の報告・

表彰、永年継続会員の報告・表彰

承認 

報告 

報告 

② 理事会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和7年5月14日 

令和7年11月20日 

令和8年3月12日 

1. 令和6年度事業報告及び収支決算報告について

2. 会員の入会・退会の承認

3. 表彰委員会より

4. 学会誌電子化について

5. 各委員会より

1. 来年度の秋季学術講演会開催地について

2. 対外協力委員会活動報告

3. 国際協力委員会活動報告

4. その他委員会より

1. 令和8年度事業計画案について

2. 令和8年度収支予算案について

3. 表彰委員会より

4. 永年会員表彰について

5. ISPRSについて・国際協力委員会報告

6. 学会誌電子化について

7. 各委員会より

承認 

承認 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

承認 

承認 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

③ 編集委員会

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和7年5月7日 

令和7年7月9日 

令和7年9月8日 

1. 新委員の紹介

2. Vol.64  No.3の編集について

3. 新論文の査読者の選定について

4. 小特集企画・巻頭言執筆候補者について

5. 投稿要領・執筆要領改訂についての意見交換

1. Vol.64  No.4の編集について

2. 新論文の査読者の選定について

3. 小特集企画・巻頭言執筆候補者について

4. 投稿要領・執筆要領改訂についての意見交換

1. Vol.64  No.5の編集について

2. 新論文の査読者の選定について

3. 小特集企画・巻頭言執筆候補者について

確認 

検討・確認 

討議・確認 

討議・確認 

検討・討議 

検討・確認 

討議・確認 

討議・確認 

検討・確認 

検討・確認 

討議・確認 

討議・確認 
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令和7年11月10日 

令和8年1月7日 

令和8年3月9日 

1. Vol.64 No.6の編集について

2. 新論文の査読者の選定について

3. 小特集企画・巻頭言執筆候補者について

4. 次年度の表紙について

1. Vol.65の表紙について

2. Vol.65  No.1の編集について

3. 新論文の査読者の選定について

4. 小特集企画・巻頭言執筆候補者について

1. Vol.65  No.2の編集について

2. 新論文の査読者の選定について

3. 小特集企画・巻頭言執筆候補者について

4. 学会賞・学会奨励賞の推薦者について

検討・確認 

討議・確認 

討議・確認 

検討 

決定 

検討・確認 

討議・確認 

討議・確認 

検討・確認 

討議・確認 

討議・確認 

討議・決定 

④ 学術講演会実行委員会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和7年6月13日 

令和7年8月29日 

令和7年11月21日 

令和8年3月10日 

1. 年次学術講演会の運営について

2. 秋季学術講演会に向けてのスケジュールについて

1. 秋季学術講演会の開催方法・概要・準備について

2. 秋季学術講演会プログラム編成と司会・審査者の選定

3. 秋季学術講演会の特別セッションについて

4. 来年度の秋季学術講演会開催地について

1. 秋季学術講演会の運営の振り返りについて

2. 年次学術講演会の準備について

1. 年次学術講演会の概要、準備について

2. 年次学術講演会プログラム編成と司会・審査者の選定

3. 年次学術講演会の特別セッション、企業展示について

4. 秋季学術講演会の準備状況について

確認 

確認 

確認 

確認 

確認 

検討 

確認 

確認 

確認 

確認 

確認 

確認 

⑤ 表彰委員会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和8年3月9日 1. 令和8年度表彰について

特賞：該当者なし 

功労賞：中舎哉氏、原慶太郎氏、森山雅雄氏 

学会賞：該当者なし 

学会奨励賞：該当者なし 

選考・推薦・決定 

⑥ 国際協力委員会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

令和7年7月29日 

令和7年9月4日 

令和7年11月13日 

1. ISPRS第3部会について

2. 秋季学術講演会・特別セッション企画について

3. 各種国際会議の動向について

1. ISPRS第3部会について

2. 秋季学術講演会・特別セッション企画について

3. 各種国際会議の動向について

1. 秋季学術講演会・特別セッションの最終確認

2. ACRS報告・ISPRS報告

3. 各種国際会議の動向について

確認 

検討・確認 

確認 

確認 

検討・確認 

確認 

確認 

確認 

確認 
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⑦ 文献抄録委員会 

開催月日 (すべてE-mail会議) 議事事項 会議の結果 

令和7年4月1日～4月16日 

令和7年6月6日～6月11日 

令和7年6月16日～6月19日 

令和7年8月4日～8月13日 

令和7年10月7日～10月17日 

令和7年12月1日～12月15日 

令和8年2月2日～2月17日 

令和8年3月25日 

令和8年3月25日～30日 

学会誌 vol.64 no.2 向け文献抄録本・論文の検討 

学会誌 vol.64 no.3 向け文献抄録本・論文の検討 

委員1名交代 

学会誌 vol.64 no.4 向け文献抄録本・論文の検討 

学会誌 vol.64 no.5 向け文献抄録本・論文の検討 

学会誌 vol.64 no.6 向け文献抄録本・論文の検討 

学会誌 vol.65 no.1 向け文献抄録本・論文の検討 

長期スケジュールと実施履歴の共有 

委員1名交代 

検討・確認 

検討・確認 

メール審議（全員賛成） 

検討・確認 

検討・確認 

検討・確認 

検討・確認 

確認 

メール審議（全員賛成） 

（４）許可、認可、承認、証明等に関する事項 

特記事項なし 

（５）契約に関する事項 

契約年月日 契約相手方 契約の概要 

令和7年4月～令和8年3月 昭和情報プロセス（株） 学会誌の印刷（年6回） 

＜追記＞ 

（令和7年度事業報告の附属明細書について） 

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3項に規定する事業報告の附属明細書として 

記載するべき「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 
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（単位：円）

増　減

5,509,890 5,510,997 △ 1,107
106,641 83,953 22,688

4,642,067 4,215,992 426,075
761,182 1,211,052 △ 449,870
273,000 286,000 △ 13,000
174,236 127,596 46,640
255,000 71,500 183,500

6,212,126 5,996,093 216,033
２．固定資産

(1) 基本財産
44,540 44,540 0

32,576,356 34,166,697 △ 1,590,341
32,620,896 34,211,237 △ 1,590,341

(2) 特定資産
12,433,507 10,693,347 1,740,160

141,025 794,183 △ 653,158
17,091,905 17,091,905 0
29,666,437 28,579,435 1,087,002

(3) その他固定資産
110,000 110,000 0

△ 36,235 △ 28,865 △ 7,370
57,092 57,092 0
130,857 138,227 △ 7,370

62,418,190 62,928,899 △ 510,709
68,630,316 68,924,992 △ 294,676

１．流動負債
106,590 106,668 △ 78
72,000 94,000 △ 22,000
119,000 121,000 △ 2,000
13,020 14,310 △ 1,290
405,700 332,600 73,100
233,700 210,200 23,500
950,010 878,778 71,232
950,010 878,778 71,232

１．指定正味財産
34,000,000 34,000,000 0

（ 32,620,896 ） （ 34,000,000 ） （ △ 1,379,104 ）
（ 1,379,104 ） （ 0 ） （ 1,379,104 ）

２．一般正味財産 33,680,306 34,046,214 △ 365,908
（ 0 ） （ 211,237 ） △ 211,237
（ 28,287,333 ） （ 28,579,435 ） △ 292,102

67,680,306 68,046,214 △ 365,908
68,630,316 68,924,992 △ 294,676

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

棚 卸 図 書

現 金
普 通 預 金

未 収 会 費

貸 借 対 照 表

科        目

一般社団法人日本写真測量学会
令和 8年 3月31日現在

現 金 預 金

Ⅱ　負債の部

国 際 学 会 関 連 特 定 預 金
投 資 有 価 証 券

基 本 財 産 合 計

建 物 附 属 設 備

前 受 会 費

固 定 資 産 合 計

負 債 合 計

未 払 金
前 受 金

預 り 金
未 払 法 人 税 等
未 払 消 費 税 等

そ の 他 固 定 資 産 合 計

Ⅲ　正味財産の部

減 価 償 却 累 計 額
電 話 加 入 権

流 動 資 産 合 計

前年度

正 味 財 産 合 計
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

指 定 正 味 財 産 合 計
（うち基本財産への充当額）
（うち特定資産への充当額）

（うち基本財産への充当額）

流 動 負 債 合 計

特 定 資 産 合 計

（うち特定資産への充当額）

当年度

資 産 合 計

基 本 財 産 引 当 預 金

通 常 貯 金

投 資 有 価 証 券

京 都 国 際 会 議 特 定 預 金

未 収 入 金

8
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一般社団法人日本写真測量学会 （単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

(1) 経常収益
｟ 65,405 ｠ ｟ 86,380 ｠ ｟ △ 20,975 ｠

65,405 86,380 △ 20,975
｟ 84,882 ｠ ｟ 70,584 ｠ ｟ 14,298 ｠

84,882 70,584 14,298
｟ 10,561,000 ｠ ｟ 10,632,000 ｠ ｟ △ 71,000 ｠

7,861,000 7,882,000 △ 21,000
390,000 380,000 10,000

2,310,000 2,370,000 △ 60,000
｟ 6,229,388 ｠ ｟ 5,571,338 ｠ ｟ 658,050 ｠

1,524,760 1,353,340 171,420
2,773,500 2,668,500 105,000

62,128 25,498 36,630
1,440,000 1,095,000 345,000

429,000 429,000 0
0 0 0

｟ 2,536,373 ｠ ｟ 2,263,850 ｠ ｟ 272,523 ｠
10,091 2,478 7,613

1,371,150 1,127,500 243,650
1,155,132 1,133,872 21,260

｟ 0 ｠ ｟ 0 ｠ ｟ 0 ｠
0 0 0

19,477,048 18,624,152 852,896
(2) 経常費用

｟ 14,949,234 ｠ ｟ 14,542,909 ｠ ｟ 406,325 ｠
（ 4,843,445 ） （ 4,282,222 ） （ 561,223 ）

467,438 435,896 31,542
4,000,876 3,432,946 567,930

375,131 413,380 △ 38,249
（ 3,461,528 ） （ 3,581,805 ） （ △ 120,277 ）
（ 880 ） （ 16,912 ） （ △ 16,032 ）
（ 853,482 ） （ 822,067 ） （ 31,415 ）
（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）
（ 5,789,899 ） （ 5,839,903 ） （ △ 50,004 ）

2,667,000 2,674,000 △ 7,000
517,346 504,553 12,793
204,641 153,804 50,837
655,647 517,272 138,375
108,434 73,943 34,491
653,076 811,903 △ 158,827
376,637 302,302 74,335
127,010 91,700 35,310
42,405 197,229 △ 154,824

437,703 513,197 △ 75,494
｟ 4,893,722 ｠ ｟ 4,729,591 ｠ ｟ 164,131 ｠

1,143,000 1,146,000 △ 3,000
190,960 184,216 6,744
68,825 65,916 2,909

278,819 219,674 59,145
45,484 34,567 10,917
16,665 21,544 △ 4,879

1,320,000 1,320,000 0
233,700 220,650 13,050
405,700 332,600 73,100

7,370 7,370 0
161,417 129,558 31,859

特 定 資 産 運 用 益
特 定 資 産 受 取 利 息

給 料 手 当
法 定 福 利 費

受 取 テ ス ト フ ィ ー ル ド

繰 入 額

学 術 講 演 会 費

受 取 学 会 誌

受 取 広 告 料

学 会 誌 発 行 事 業 費

展 示 料

特 別 会 員 受 取 会 費

繰 入 額

受 取 出 版 物 関 連
受 取 講 習 会

賃 借 料

事 業 費

出 版 物 関 連 費

事 業 収 益

講 習 会 費
テ ス ト フ ィ ー ル ド 費
そ の 他 事 業 費

表 彰 関 連 費

給 料 手 当
法 定 福 利 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 製 本 費

正味財産増減計算書

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで

当年度 前年度

雑 収 益

科        目

受 取 会 費

基 本 財 産 運 用 益
基 本 財 産 受 取 利 息

経 常 収 益 計

法 人 税 等
減 価 償 却 費

正 会 員 受 取 会 費
学 生 会 員 受 取 会 費

租 税 公 課

増　減

管 理 費

旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費

受 取 学 術 講 演 会

印 刷 製 本 費

消 耗 品 費
国 際 学 会 活 動 費
保 守 料

保 守 料

雑 費

通 信 運 搬 費

雑 収 益

印 刷 製 本 費
雑 費

受 取 利 息
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770,000 770,000 0
251,782 277,496 △ 25,714

19,842,956 19,272,500 570,456

△ 365,908 △ 648,348 282,440

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用
0 0 0
0 0 0
0 0 0

△ 365,908 △ 648,348 282,440
34,046,214 34,694,562 △ 648,348
33,680,306 34,046,214 △ 365,908

Ⅱ　指定正味財産増減の部
0 0 0

34,000,000 34,000,000 0
34,000,000 34,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 67,680,306 68,046,214 △ 365,908

当 期 経 常 外 増 減 額

一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

当 期 経 常 増 減 額

経 常 費 用 計

支 払 報 酬

指定正味財産期末残高

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高

経 常 外 収 益 計

経 常 外 費 用 計

当期一般正味財産増減額

固 定 資 産 除 却 損

雑 費
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一般社団法人日本写真測量学会 　（単位：円）

１．流動資産

106,641

　
3,971,024

671,043

237,990
382,516
140,676

238,000
35,000

0
174,236

255,000
6,212,126

２．固定資産
(1) 基本財産

44,540
          投     資      有      価      証     券 　

32,576,356
32,620,896

(2) 特定資産
          京  都  国  際  会  議   特   定  預  金 　

12,433,507
　

141,025
          投     資      有      価      証     券

11,085,470
6,006,435

        特定資産合計 29,666,437
(3) その他固定資産

110,000
          減    価    償     却     累    計    額 △ 36,235
          電       話        加        入       権 57,092
 130,857
 　 62,418,190
 68,630,316

１．流動負債

106,590

72,000

119,000

13,020

405,700

233,700
950,010

２．固定負債
0

950,010
67,680,306

減 価 償 却 累 計 額

学 生 会 員

当 期 確 定 消 費 税

特 別 会 員

基 本 財 産 合 計
第 ３ ３ 回 利 付 国 債

通 信 費 他 3 件

令 和 8 年 度 会 費

投 資 有 価 証 券

文 京 春 日 郵 便 局
札 幌 北 四 条 西 郵 便 局
押 野 郵 便 局

正 会 員
未 収 会 費

未 収 入 金

基 本 財 産 引 当 預 金
三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 池袋東口支店

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行

第 １ ８ ２ 回 利 付 国 債

流 動 資 産 合 計

前 受 金

前 受 会 費

預 り 金

当 期 確 定 法 人 税 等

電 話 加 入 権

第 ３ ５ ９ 回 利 付 国 債

特 定 資 産 合 計

予 約 購 読 料 等

未 払 法 人 税 等

建 物 附 属 設 備

通 常 貯 金

広 告 料 等 4 件

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 池袋東口支店

現 金

普 通 預 金
当 座 預 金

固 定 負 債 合 計

Ⅰ　資産の部

Ⅱ　負債の部

そ の 他 固 定 資 産 合 計
固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

現 金 預 金

棚 卸 図 書

負 債 合 計
正 味 財 産

令和 8年 3月31日現在

金　　　　　額

京 都 国 際 会 議 特 定 預 金
春 日 町 支 店

国 際 学 会 関 連 特 定 預 金
三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行

春 日 町 支 店
投 資 有 価 証 券

財　　産　　目　　録

源 泉 所 得 税

科　　　　　目

未 払 消 費 税 等

流 動 負 債 合 計

未 払 金

香 里 支 店三 井 住 友 銀 行
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１．重要な会計方針

　（１）　有価証券の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法

　（２）　棚卸資産の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法

　（３）　固定資産の減価償却の方法

建物附属設備：定額法
什器備品：定率法　

　（４）　消費税等の会計処理

税込方式

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

  　基本財産引当預金 44,540 0 0 44,540
　　投資有価証券 34,166,697 32,576,356 34,166,697 32,576,356

小 計 34,211,237 32,576,356 34,166,697 32,620,896
特定資産
　　京都国際会議特定預金 10,693,347 34,458,723 32,718,563 12,433,507
　　国際学会関連特定預金 794,183 468 653,626 141,025
　　投資有価証券 17,091,905 0 0 17,091,905

小 計 28,579,435 34,459,191 33,372,189 29,666,437
合 計 62,790,672 67,035,547 67,538,886 62,287,333

当期末残高
(うち指定正味
財産からの充
当額）

(うち一般正味
財産からの充
当額）

(うち負債に対
応する額）

基本財産
  基本財産引当預金 44,540 44,540 0 －
  投資有価証券 32,576,356 32,576,356 0 －

32,620,896 32,620,896 0 －
特定資産
　京都国際会議特定預金 12,433,507 0 12,433,507 0
  国際学会関連特定預金 141,025 0 141,025 0
  投資有価証券 17,091,905 1,379,104 15,712,801 0

29,666,437 1,379,104 28,287,333 0
62,287,333 34,000,000 28,287,333 0

財務諸表に対する注記

科　　　　目

小      計

小      計
合      計

科        目

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

３.基本財産及び特定資産の財源等の内訳
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４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。
         科                  目 帳簿価額 時　　　価 評価損益
　国　　　　債

　　１．基本財産
　　　利付国債（３０年）第３３回 32,576,356 30,474,200 △ 2,102,156

　　２．特定資産
　　　利付国債（１０年）第３５９回 11,085,470 10,281,700 △ 803,770
　　　利付国債（２０年）第１８２回 6,006,435 4,490,400 △ 1,516,035

        　　 合          計 49,668,261 45,246,300 △ 4,421,961
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１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表の注記に記載しているため、その内容を省略

附　属　明　細　書
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（単位：円）

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

｟ 90,000 ｠ ｟ 32,489 ｠ ｟ 57,511 ｠

90,000 32,489 57,511

｟ 70,000 ｠ ｟ 84,882 ｠ ｟ △ 14,882 ｠

70,000 84,882 △ 14,882

｟ 10,260,000 ｠ ｟ 10,561,000 ｠ ｟ △ 301,000 ｠

7,560,000 7,861,000 △ 301,000

300,000 390,000 △ 90,000

2,400,000 2,310,000 90,000

｟ 5,935,000 ｠ ｟ 6,229,388 ｠ ｟ △ 294,388 ｠

1,500,000 1,524,760 △ 24,760

2,785,000 2,773,500 11,500

50,000 62,128 △ 12,128

1,110,000 1,440,000 △ 330,000

430,000 429,000 1,000

30,000 0 30,000

30,000 0 30,000

｟ 1,701,100 ｠ ｟ 2,536,373 ｠ ｟ △ 835,273 ｠

1,100 10,091 △ 8,991

1,200,000 1,371,150 △ 171,150

500,000 1,155,132 △ 655,132

18,056,100 19,444,132 △ 1,388,032

２．事業活動支出

｟ 14,645,100 ｠ ｟ 14,995,874 ｠ ｟ △ 350,774 ｠

（ 4,270,000 ）（ 4,843,445 ）（ △ 573,445 ）

450,000 467,438 △ 17,438

3,400,000 4,000,876 △ 600,876

420,000 375,131 44,869

（ 2,905,000 ）（ 3,461,528 ）（ △ 556,528 ）

（ 50,000 ）（ 47,520 ）（ 2,480 ）

（ 877,600 ）（ 853,482 ）（ 24,118 ）

（ 30,000 ）（ 0 ）（ 30,000 ）

（ 6,512,500 ）（ 5,789,899 ）（ 722,601 ）

2,670,000 2,667,000 3,000

500,000 517,346 △ 17,346

10,000 0 10,000

10,000 0 10,000

230,000 204,641 25,359

520,000 655,647 △ 135,647

85,000 108,434 △ 23,434

1,300,000 653,076 646,924

300,000 376,637 △ 76,637

200,000 127,010 72,990

220,000 42,405 177,595

467,500 437,703 29,797

｟ 4,760,000 ｠ ｟ 4,886,352 ｠ ｟ △ 126,352 ｠

1,150,000 1,143,000 7,000

190,000 190,960 △ 960

70,000 68,825 1,175

200,000 278,819 △ 78,819

30,000 45,484 △ 15,484

30,000 16,665 13,335

1,320,000 1,320,000 0

200,000 233,700 △ 33,700

350,000 405,700 △ 55,700

150,000 161,417 △ 11,417

770,000 770,000 0

300,000 251,782 48,218

19,405,100 19,882,226 △ 477,126

△ 1,349,000 △ 438,094 △ 910,906

会 議 費 支 出

事 業 活 動 収 支 差 額

事 業 活 動 支 出 計

雑 支 出

保 守 料 支 出

賃 借 料 支 出

租 税 公 課 支 出

法 人 税 住 民 税 等 支 出

支 払 報 酬 支 出

通 信 運 搬 費 支 出

印 刷 製 本 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

消 耗 品 費 支 出

給 料 手 当 支 出

法 定 福 利 費 支 出

管 理 費 支 出

保 守 料 支 出

雑 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

表 彰 関 連 費 支 出

印 刷 製 本 費 支 出

国 際 学 会 活 動 費 支 出

そ の 他 事 業 費 支 出

給 料 手 当 支 出

学 術 講 演 会 費 支 出

出 版 物 関 連 費 支 出

講 習 会 費 支 出

通 信 運 搬 費 支 出

消 耗 品 費 支 出

法 定 福 利 費 支 出

臨 時 雇 賃 金 支 出

雑 支 出

事 業 費 支 出

学 会 誌 発 行 事 業 費 支 出

通 信 運 搬 費 支 出

テストフィールド費支出

事 業 活 動 収 入 計

印 刷 製 本 費 支 出

受 取 利 息 収 入

展 示 収 入

雑 収 入

雑 収 入

学 会 誌 収 入

学 術 講 演 会 収 入

出 版 物 関 連 収 入

講 習 会 収 入

広 告 収 入

会 費 収 入

基 本 財 産 運 用 収 入

基 本 財 産 利 息 収 入

特 定 資 産 運 用 収 入

特 定 資 産 利 息 収 入

収　支　計　算　書
令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで

一般社団法人日本写真測量学会

科        目 予算額 決算額 差　異 備　考

正 会 員 会 費 収 入

学 生 会 員 会 費 収 入

特 別 会 員 会 費 収 入

事 業 収 入

テ ス ト フ ィ ー ル ド 収 入

ソ フ ト プ ロ グ ラ ム 収 入
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Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

｟ 0 ｠ ｟ 34,166,697 ｠ ｟ △ 34,166,697 ｠

0 34,166,697 △ 34,166,697

｟ 1,500,000 ｠ ｟ 33,372,189 ｠ ｟ △ 31,872,189 ｠

1,500,000 653,626 846,374

0 32,718,563 △ 32,718,563

1,500,000 67,538,886 △ 66,038,886

２．投資活動支出

｟ 0 ｠ ｟ 32,543,440 ｠ ｟ △ 32,543,440 ｠

0 32,543,440 △ 32,543,440

｟ 151,000 ｠ ｟ 34,459,191 ｠ ｟ △ 34,308,191 ｠

1,000 468 532

150,000 34,458,723 △ 34,308,723

151,000 67,002,631 △ 66,851,631

1,349,000 536,255 812,745

0 98,161 △ 98,161

10,707,190 4,989,719 5,717,471

10,707,190 5,087,880 5,619,310

基 本 財 産 取 得 支 出

投 資 有 価 証 券 取 得 支 出

国 際 学 会 関 連 預 金 取 崩 収 入

次 期 繰 越 収 支 差 額

当 期 収 支 差 額

投 資 活 動 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

投 資 活 動 支 出 計

京都国際会議特定預金支出

投 資 活 動 収 入 計

特 定 資 産 取 得 支 出

国際学会関連特定預金支出

特 定 資 産 取 崩 収 入

京都国際会議特定預金取崩収入

基 本 財 産 取 崩 収 入

投 資 有 価 証 券 償 還 収 入
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1.資金の範囲

　資金の範囲には、現金預金、未収会費、前払金、未収入金、立替金、未払金、

前受金、前受会費、預り金、未払法人税等、未払消費税等を含めている。

　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

未 払 消 費 税 等

合　　　　計

210,200 233,700

119,000

14,310

次 期 繰 越 収 支 差 額

未 払 金

前 受 金

前 受 会 費

預 り 金

　　収支計算書に対する注記

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

科　　　　目

4,989,719 5,087,880

878,778 950,010

106,668 106,590

94,000 72,000

121,000

5,868,497 6,037,890合　　　　計

332,600 405,700未 払 法 人 税 等

13,020

未 収 会 費

未 収 入 金 71,500 255,000

前期末残高 当期末残高

5,510,997 5,509,890現 金 預 金

286,000 273,000
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          第3号議案 

令和 8年度事業計画書 

 

Ⅰ．事業に関する事項 

 

①  学会誌の発行 

 ・学会誌「写真測量とリモートセンシング」（電子版）を下記のとおり発行する。  

   発行年月日       巻  号    

   令和８年  ５月１１日  ６５巻２号    

   令和８年  ７月１０日  ６６巻３号   

   令和８年  ９月１０日  ６５巻４号   

   令和８年１１月１１日  ６５巻５号   

   令和９年  １月１０日  ６５巻６号   

   令和９年  ３月１０日  ６６巻１号      

  

② 学術講演会・特別講演会の開催 

・年次学術講演会を下記のとおり行う。 

    【日時】  令和８年５月２１日（木）～２２日（金）  

     【場所】 東京農業大学世田谷キャンパス「国際センター」2階／榎本ホール および 会議室          

〒１５６－８５０２ 東京都世田谷区桜丘１－１－１ 

    参加予定者数 ２００名  講演数５１編 

 

※第６５回定時総会は、５月２１日（木）１６：１０～／ハイブリッド方式にて開催 

     

 ・秋季学術講演会を下記のとおり行う。 

    【日時】 令和８年１１月５日（木）～６日（金）／７日（土）巡検 

    【場所】 滋賀県長浜市「北ビワコホテルグラッツエ」 ２階 アレーナ 

〒５２６－００６７ 滋賀県長浜市港町４－１７ 

参加予定者数 ２２０名  講演数６０編（予定） 

          

・支部において特別講演会・学術講演会、セミナー等を行う。 

○ 北海道支部：特別講演会２回（７月・１０月）、学術講演会１回（３月） 

○ 北信越支部：空間情報セミナー１回、特別講演会１回 

○ 関西支部： テクニカルセミナー５回（うち１回は特別講演会）、技術研究発表会１回（９月） 

 

③ シンポジウム、セミナー等の開催 

・「測量・地理空間情報イノベーション大会」において、シンポジウムを開催。 

  衛星リモートセンシングシンポジウム2026 

 「『衛星データ×AI』が拓く測量の未来～技術の黎明期から、社会実装へ～」  

（日本リモートセンシング学会と共同主催） 

    【日時】令和８年７月１日（水）１０：００～１２：３０ 

【場所】東京大学伊藤国際学術研究センター ギャラリー１ 

 

④ 講習会の開催 

・本部：手持ちレーザスキャナ講習会（７月３日）、UAVレーザ写真測量講習会 （９月１０～１１日）、 

オンラインによる講習会（1回） 

・関西支部：空間情報学講習会 １回（８月７日） 
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⑤  その他目的を達成するため必要な事業 

・ ISPRS国際活動への協力を行う      

・ ACRS（アジアリモートセンシング会議）への協力（JSPRS Award・Murai Award）を行う 

・ 他学協会・機関との対外交流のため、対外協力委員会の活動を継続して行う。 

・ ISPRS、ISRS（International Symposium on Remote Sensing ）等の国際学会への取り組みや人材育成を  

 図るため、国際協力委員会の活動を継続して行う。 

・ 会員のＣＰＤ活動の支援を行う。 

          １．学会誌購読 ５P 

        ２．講習会受講 １P／ｈ 

        ３．講習会講師 ３P／ｈ 

        ４．口頭発表（学術講演会） ２P／件  

      ５．原著論文執筆・・・単著・筆頭５P／件、 共著者２P／件 

    ６．学協会活動による社会・業界への貢献等（ポイント数は活動内容による） 

・ 特賞・功労賞・学会賞・奨励賞・永年会員・学術講演会論文賞、ISPRS奨励賞等の表彰を行う。 

・ 学会Webの更新（学術講演会・論文システムの更新他）を行う。 

 

 

Ⅱ．処務の概要 

 

① 会議等に関する事項 

（１）  常務理事会・・・・・・・・・２回（令和８年４月３０日・令和９年３月） 

（２）  理事会 ・・・・・・・・・・ ４回（令和８年４月３０日・５月２１日（総会後）・１１月５日・ 

令和９年３月） 

（３）  評議員会・・・・・・・・・・１回（令和８年・開催月は未定） 

（４）  総会・・・・・・・・・・・・１回（第６５回定時総会：令和８年５月２１日） 

支部総会・・・・・・・・・・各１回（令和７年６月（北信越、関西））、７月（北海道支部）） 

（５）  編集委員会・・・・・・・・・６回（令和８年５月・７月・９月・１１月・令和９年１月・３月） 

（６）  学術講演会実行委員会・・・・４回（令和８年５月２２日・８月・１１月６日・令和９年３月） 

（７）  表彰委員会・・・・・・・・・１回（令和９年３月） 

（８）  文献抄録委員会・・・・・・・６回 

（９）  講習会実行委員会・・・・・  １回 

（１０） 国際協力委員会・・・・・・・３回 

（１１） 対外協力委員会・・・・・・・２回 

（１２） UAV安全基準策定委員会 ・・３回 

 

 

② 許可、認可、承認、証明等に関する事項 

特になし 

 

                                          以 上  
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 第４号議案 

 

令和 8 年 5 月２1 日 

 

日本写真測量学会 令和８年度学会各賞の受賞者 

会長 清水英範 

 

 表彰委員会及び理事会での審議の結果、令和８年度学会各賞の受賞者を以下の通り決定い

たしました。なお、授賞理由として、表彰状に記す文章を添えさせていただきます。 

 

【特賞・功労賞・学会賞・学会奨励賞・ISPRS奨励賞受賞者】 

 

■ 特賞： なし 

 

■ 功労賞（３名）：  

中舎 哉 氏 

貴殿は長きにわたり本学会並びに関連学協会の会員として写真測量とリモートセンシングの

研究開発に尽力し我が国のこの分野の発展に貢献されました また 理事 監事 評議員等

として本学会の活動の推進に大きく寄与されました 

ここに貴殿の功績を讃え 日本写真測量学会功労賞を授与いたします 

 

原 慶太郎 氏 

貴殿は長きにわたり 本学会会員として写真測量とリモートセンシングの研究開発に尽力し 

我が国のこの分野の発展に貢献されました また 継続的に学術講演会で発表され 本学会

の活動の推進に大きく寄与されました 

ここに貴殿の功績を讃え 日本写真測量学会功労賞を授与いたします 

 

森山 雅雄 氏 

貴殿は長きにわたり 本学会会員として写真測量とリモートセンシングの研究開発に尽力し 

我が国のこの分野の発展に貢献されました また 継続的に学術講演会で発表され 本学会

の活動の推進に大きく寄与されました 

ここに貴殿の功績を讃え 日本写真測量学会功労賞を授与いたします 

 

 

■ 学会賞：なし 

 

■ 学会奨励賞：なし 
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■ISPRS 奨励賞：（2 名） 

土屋 祐太 氏（静岡大学） 

論文タイトル（著者） 

Crop Classification Using Time-Series Landsat Data:A Comparison of Attention-Based 

LSTM, GRU, and TCN Models   (Yuta Tsuchiya, Rei Sonobe) 

 

角埜 嵩文 氏（エアロトヨタ株式会社） 

論文タイトル（著者） 

Effectiveness of Airborne LiDAR Intensity for Identifying Surface Fire Burned Areas in  

Wildfires   (Takafumi Kakuno, Junichi Takanuki, Takaaki Ankai, Takumi Satou) 

 

貴殿の ISPRSトロント大会における発表論文は 日本写真測量学会での審査の結果 大変

優れた論文であると認められました 

ここにその努力を讃えるとともに 今後の更なる国際活動を期待し日本写真測量学会

ISPRS 奨励賞 を授与いたします 

 

 

【永年会員表彰者】（計２０名） 

 

●５０年会員（２名） 

   秋山 実氏  中山 裕則氏   

 

●４０年会員（５名） 

   大山 容一氏  清水 英範氏  清水 雅男氏  矢澤 健司氏  吉村 充則氏 

    

●３０年会員（１３名） 

   石平  博氏  岩男 弘毅氏  奥村  浩氏  酒井 聡一氏  高橋  一義氏 

塚田野野子氏  中野 和廣氏  中野 一也氏  沼田 洋一氏   朴    鍾杰氏 

波多野勝弘氏  星野 秀和氏  水田 良幸氏   

  

 

以 上 
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